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幸せの「瞬間」を～お年寄りに～

　私たち人間は、人生の中で、いつも幸せだと

は限りません。でも、幸せの「瞬間」は必ずあ

ります。「たとえ人生の中に困難な時があって

も、それを乗り越えて幸せな瞬間を作るのは自

分だ。」私は、そう父に教わりました。父は優

秀なエンジニアで、ユーモアのある人でした。

子供の時、私が着ていた洋服にあきると、父は

デザインを変更して、私が気に入る洋服に作り

直しました。エンジニアらしい行動です。無限

に優しい父は、給料日に決って ２ ｍ幅の服地を

買ってきます。母が ７ 歳の時に買ってもらっ

た、古ぼけたミシンがあります。父のプレゼン

トは母がすぐに素敵な子供服にしてくれます。

　私は父がプレゼントして母が縫ってくれたス

カートを履いて、モデルさんのように、ファッ

ションショーをします。観客は二人だけです。

父はニコニコするだけ。いつもの様に何も言い

ません。私の人生の幸せの「瞬間」です。

　ある日、黒い布でズボンを縫ってもらいまし

た。ところが、サイズの計算が間違っていて、

足が入りません。「大丈夫。もう一度、新しい

布を買ってあげよう。もう一回作ればいいん

だ」と父は言いました。優し過ぎる父の言葉

が、心から嬉しかった。これも幸せの「瞬間」

です。

　ある日、父はワルツのダンスを教えると言う

のです。毎晩ダンスの練習です。父はいつもの

ように黙って見ているだけ。本当は、踊る娘を

見ていたかっただけなのかも知れません。これ

も父がくれた人生の幸せの「瞬間」です。父か

らどれだけたくさんの幸せの「瞬間」をもらっ

たのか、計り知れません。

　今、私は日本に来て 9 ヵ月になります。世界

で最も平均寿命の長い日本に来て、長生きのお

年寄りのお世話をしています。お話しする時、

私は何か有名人になった気がします。それは、

世界に誇る安全な社会、豊かな経済、親切な

人々、今の素敵な日本を作った高齢のヒー

ロー、ヒロインと毎日お話ししているからです。

　いつも食事介助する女性のＡさん。Ａさん

も、今の日本を作ったヒロインの一人です。他

の職員が食事介助している時、私が近くを通る

とＡさんは、必ず微笑みます。私も微笑みを返

します。モンゴル人の私と日本人のヒロイン

は、もう一つになっています。首をふりふりボ

ディーランゲージで話すと、目を大きく開いて

笑顔で応える男性のＢさん。Ｂさんは、私が 1

日施設を離れただけで、「どこへ行ってたの？

写真見せて」とすぐ声をかけてきます。今の私

の日本語はとても下手です。優しい職場の先輩

たちとお年寄りに支えられて介護の仕事をする

私は幸せです。ちょっぴり日本語が上手になっ

た気がします。私はもっと日本語を勉強して、

父に教えてもらったように、幸せの「瞬間」を

お年寄りたちに、たくさん届けようと思います。
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